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研究成果の概要（和文）：本研究は、視覚障害者および晴眼者、車輪を有する機器が走行する場所においても、
お互いの障壁とならない利用環境を作り出すことができる歩行誘導床材を設計・製作することである。そして、
建築物内において、受付や窓口から職員などによる誘導を行わなくても、視覚障害をもつ利用者が目的地まで行
くことができ、施設の人的コスト削減につながることや、病院や福祉施設の他、不特定多数の歩行者や機器が走
行する施設内（例えば、空港や駅舎など公共施設）において施設利用者の利便性を向上させることを目指す研究
である。

研究成果の概要（英文）：The purpose of this research is to design and produce a walking guidance 
floor mat that can create an environment where visually impaired and non-visually impaired people, 
as well as wheeled devices, do not become barriers to each other. This study aims to reduce 
personnel costs by enabling visually impaired users to reach their destinations in buildings without
 having to be guided by staff from the reception desk or ticket counter, and to improve user 
convenience in hospitals, welfare facilities, and other facilities where an unspecified number of 
pedestrians and devices run (e.g., airports, train stations, and other public facilities).

研究分野： 建築計画、プロダクトデザイン
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  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究における成果の学術的意義や社会的意義は、以下の通りである。
１．視覚障害者および晴眼者、車輪がある機器が走行する場所においても、お互いの障壁とならない利用環境を
作り出すことができる。２．受付や窓口から職員などによる誘導を行わなくても、視覚障害をもつ利用者が目的
地まで行くことができ、施設の人的コスト削減につながる。３．病院や福祉施設の他、不特定多数の歩行者や機
器が走行する施設内（例えば、空港や駅舎）において施設利用者の利便性を向上できる可能性がある。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
（1）バリアフリー法や福祉のまちづくり条例で該当する通路には、JIS の視覚障害者誘導用ブ

ロックが敷設される例が多い。視覚障害者誘導用ブロックは、視覚障害者の安全確保、誘
導に重要な役目を果たすシステムである一方、視覚障害者誘導用ブロックの非利用者にと
っては通行上の支障となるケースも見受けられる。 

（2）病院や福祉施設においては、高齢者をはじめとした不特定多数の利用や視覚障害を持つ方
のほか、ストレッチャーや車椅子、点滴台、医療機器等の走行がある。これらの走行時、
従来の視覚障害者誘導用ブロックでは、誘導用ブロックの突起部分による衝撃があり、走
行を妨げる障壁になる場合もあるため、視覚障害者の利用があったとしても、他利用者の
利便性を優先して視覚障害者誘導用ブロックの設置に至らない場合もある。また旅客施設
においても視覚障害者のほか、ベビーカーやスーツケースを持つ人の往来が多数あり、通
行時の支障となっている場合がある。 

 
２．研究の目的 
本研究では、視覚障害者および視覚障害者以外の人やモノにとっても通行時に障壁とならない、
視覚障害者用の歩行誘導床材の開発を目的とし、歩行誘導床材の製作、振動計測と歩行実験を行
い、歩行誘導床材を評価する。視覚障害者が容易に歩行誘導床材を認識可能であることに加え、
車輪を有する機器が走行する際、可能な限り抵抗・振動が少なくなり、晴眼者にとっても歩行の
妨げにならない歩行誘導床材の形状を特定する。本研究の歩行誘導床材は、視覚障害者誘導用ブ
ロックの中でも誘導ブロック（線状ブロック）とし、屋内で利用する床材を対象とする。 
 
３．研究の方法 
本研究では、下記で示す手順１から手順３を繰り返し実施することにより、視覚障害者および視
覚障害者以外の人やモノにとっても通行時に障壁とならない、歩行誘導床材の形状を特定する。 
 
手順１．歩行誘導床材の形状設計 

視覚障害者および晴眼者の認識しやすさ、歩行しやすさを考慮した視覚障害者誘導用の歩行
誘導床材の形状を設計する。形状設計にあたり、視覚障害者の歩行時に認識可能な突起部の高
さを保持しつつ、晴眼者の歩行および車輪を有する機器の走行に支障が生じない形状を設計
することが必要条件である。申請者によるこれまでの先行実験や先行研究から視覚障害者が
認識できる突起部の高さや形状について複数の知見を得ており、全体形状および突起部の設
計が可能である。次に、3D プリンターによる製作を行う。設計した形状が複雑であっても金
型など必要とせずに設計データに基づく形状をそのまま製作可能である。また 3D プリンター
による製作は、多種類の製作物を少数生産できる利点がある。 

 
手順２．加速度センサーを用いた歩行誘導床材の振動解析 

人の歩行時あるいは車輪を有する機器の走行時に床面の障害物を認識する際、その床面と障
害物の間において、凸部または凹部など不陸部が発生している。この不陸の程度は、その場所
で生じる振動を解析することにより計測することができる。本研究では、複数の車輪を有する
機器に加速度センサーを設置して、製作した試作物の上を走行させることで振動データを取
得する。このデータを解析して試作物の評価を行うことにより、車輪を有する機器の走行を考
慮した、より振動の少ない歩行誘導床材の開発を行うことが可能である。 

 
手順３．歩行誘導床材の歩行実験ならびに評価 

複数の製作した歩行誘導床材について、視覚障害者ならびに晴眼者を対象として歩行実験を
行い、開発した床材の使い勝手を検証する。歩行実験の際には、「歩行時間」、「認識しやすさ」、
「歩きやすさ」、「音・聴覚からの情報」といった変数を複数定めて評価を行う。評価内容は、
手順１の歩行誘導床材の形状設計にフィードバックして、視覚障害者および視覚障害者以外
の人やモノにとっても通行時に障壁とならない歩行誘導床材の形状を特定する。 

 
 



４．研究成果 
（1）振動測定装置を製作して、3D プリンターによって製作された試作物の振動を評価した（図

1、図 2）。 
（2）視覚障害者を効果的に誘導しながらも、車輪付き機器の振動をより少なく誘導する曲線形

状の特性を特定した結果、幅 13.5mm 以上、高さ 5.0mm 以下の曲線形状は、日本工業規格
（JIS）ガイドブロックと比較して最大振動レベルが低減する（図 3）。 

（3）幅 27.0mm、高さ 5.0mm で JIS ブロックと同等であっても、曲面形状の方が振動は小さい
（図 4）。一方、高さが 5.0mm を超えると、幅に関係なく、湾曲形状の最大振動レベルは JIS
ブロックよりも大きい（図 4）。 

（4）台車の通過速度が速いほど最大振動レベルは大きくなり、直線的な関係を示す（図 5）。 
（5）視覚障害者および視覚障害者以外の歩行する場所、車輪がある機器が走行する場所におい

ても、お互いの障壁とならずに利用することができる誘導床材の可能性を示した。 

 
図 1 製作した振動測定装置 

 
図 2 3D プリンターによって製作された試作物 

 
図 3 湾曲突起の幅と平均最大振動レベル
の関係 

 
図 4 湾曲突起の高さと平均最大振動レベ
ルの関係 

 
図 5 台車通過速度と平均最大振動レベル
の関係 
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